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包含層出土遺物
第6節　包含層出土遺物
　1層（中世）～6層（弥生時代～古墳時代初頭）において出土した遺物に中で、土器に関しては、前述してき
たが、すべて小～細片で図化に耐えられるものは含まれない。ここでは石器と金属器に関して報告しよう。
①石器（図98、図版6～8）
　扶り入りのスクレイパー・台石・不明石器が各1点、模形石器・砥石各2点、石鎌が6点出土した。
不明石器（S53）粘板岩製のやや大型の石器である。側縁を細かく両面調整し、柄にあたる部分を成形している。
下1／5ほどを欠損し、下辺に摩滅や擦痕はみられないが、形態から打製石鍬の一種であると考えられる。
挟り入りスクレイパー（S54）上辺と側辺に1ヵ所ずつ扶りをもつ資料である。いずれの扶り部にも密な両面調
整を加え丁寧なつくりである。調整の細かさは下端の刃部にも及び、単位の細かい打撃で薄く鋭い刃をつくりだ
している。
襖形石器（S55・56）S55は、2辺に勇断面が残る小型の資料である。上部から打撃を加え、下部に段状剥離が
みられる。S56は、側辺に勇断面があり、下面には自然面が残る。いずれも細かい調整は加えていない。
石鐵（S57～59）比較的大型で重量のあるものが多い。　S57は、その中でも特に大型の尖基鎌で、重量も3．8gと最
も重く、全体に先端から基部まで細かい調整を密に加えて丁寧に形を整えている。S58、60はともに凸基式有茎
鎌である。S58は基部がきちんとくびれ、茎の下端まで表裏に打撃を加えている点で、かなり形態を整える意識
がはたらいていることがわかるが、表面中央に残る自然面からやや粗雑な仕上げの印象を受ける。裏面が平坦で
調整をそれほど施さないため、断面は半円形である。一方、S60は左半が厚く、右へ向かって薄くなる不整な断
面形をとる。調整はそれほど密でないうえに基部をそれほどつくり出さないため、尖基鎌に近い外形を呈する。
S59は、薄く軽い小型の平基式無茎鎌である。これもS60と同じく偏った断面形で、かなり薄い右側辺は打撃に
よる破損をおそれたためか、左辺よりも細かい丁寧な調整がみられる。なお、下辺の表面にも調整があり、やや
挟れることから形態的には凹基式にも近いといえる。S61は法量・重量ともS57に近似し、上下端を欠いている
が尖基鎌と考えられる。欠損に加え、S57に比べ側縁の調整単位が大きく、表裏でも調整の度合いに差があるこ
とから未成品である可能性もある。S62は整美な円基鎌である。縁辺の全周に調整を加え、表裏にもほとんど段
差なく仕上げているが、わずかに全体が反る。
台石（S63）多角形の流紋岩を利用した台石である。不整形であるが、中央に敲打痕が位置することから欠損は
していないと思われる。敲打痕以外の摩滅痕等はみられない。
砥石（S64・65）泥岩を利用した砥石である。大型のS64は2面にのみ細かい擦痕がついている。上面は基本的
に左下から右上方向が主で、側面は多方向で規則性はあまりみられない。S65は小ぶりで、表裏2面を使用して
いる。S64に比べて擦痕が不明瞭であるが、上面は多方向に、下面は右上方から左下方の痕跡が多い。いずれの
資料も撹乱出土で、時期の確定はできない。
②金属器（図98）
　金属器は古銭1点（M1）のみが出土している。残存状態が良好な「元豊通實」である。
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番号 器　　　種 層　位 最大長（㎜） 最大幅（㎜） 最大厚（nlm）重量（9） 材　質 特　　　　　　徴
S53 不明石器 1層 （13＆0） （588） 22．8 1800 粘板岩 側縁に細かな調整。打製石鍬か？
S54挟り入りスクレイパー 8層 81．2 44．4 8．5 346 サヌカイト 下辺に密な両面調整。側辺に自然面あり。上辺と側辺の2カ所に挟りあり
S55 模形石器 3b層 20．6 19．8 6．2 3．2 サヌカイト 上辺・右辺に勇断面。下辺に段状剥離あり
S56 模形石器 8層 35．1 20．8 8！7 10．5 サヌカイト 下辺に自然面あり。上辺は細かく両面調整
S57 石錺i 2c～3b層 45．9 166 5．7 3．8 サヌカイト 尖基式
S58 石繊 3層 35．8 15．9 5．0 2．4 サヌカイト 凸基式有茎鎌。調整粗。表に風化面残す
S59 石鍍 3b層 236 13．6 30 10 サヌカイト 平基式無茎鍬
S60 石鎌 2c～3b層 35．5 141 40 2．1 サヌカイト 凸基式有茎鎌
S61 石鎌 2c層 （326） 16．4 5．4 3ユ サヌカイト 先端・基部とも欠損。凸基式有茎繊か
S62 石錨1 2c層 359 18．1 32 2！7 サヌカイト 円基繊
S63 台石 8層 ユ447 87．7 58．9 1146．5 流紋岩 表面にのみ敲打痕あり
S64 砥石 撹乱 ユ1＆0 68．0 60．7 488．7 泥岩 2面にのみ擦痕顕著
S65 砥石 撹乱 754 473 275 117．6 泥岩 表裏及び下辺に擦痕明瞭
図98　包含層出土遺物一石器・金属器一
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第4章　考 察
1。津島岡大遺跡における生業変遷　一貯蔵穴と水田の実態一
　津島岡大遺跡第15次調査においては、縄文時代後期から中世に至る土地利用の状況を確認することができた。
その中で注目されるのは、縄文時代後期から弥生時代前期、そして古墳時代初頭に続く遺構の変遷である。特に、
生業に関わる遺構では、縄文時代の貯蔵穴から弥生時代の水田へという変化を示す。その背景を探るには、環境
の問題も十分に考慮する必要があるが、それに加え、両時代間の社会において基盤をなす生業が、いかに推移し、
社会に影響を与えていくかを考えることが求められる。
　ここでは、その状況が明瞭な第3・15次調査地点における同時期の変遷を改めて整理した上で、貯蔵穴と水田
関連遺構に関して、津島岡大遺跡全体の中での動向をまとめることによって、その基礎資料としたい。
（1）津島岡大遺跡第15次調査地点の概要
　縄文時代後期から古墳時代初頭までを3段階に分け、それぞれについて、地形復元・遺構の状況などから概要
をまとめよう。
①縄文時代後期
　調査区の北西部に河道が走り、その南側に微高地が広がる。河道の幅は15m以上に達し、深さは微高地上から
2．5m程度が復元される。えぐられた斜面や砂層に多量の流木が堆積する状況からは豊かな水量と流速の早さが
確認され、同時期の基盤層形成に関しても、こうした河道の沖積作用が強く関わったことが窺われる。河道斜面
下端には貯蔵穴状遺構が整然と並んで検出されたが、その破壊状況やこうした環境から、立地は非常に不安定で
あったことも明白であろう。
　微高地上では、比較的狭い範囲内で地表面の高低差が看取される。南に向かって下降する地形の中で高く安定
した範囲は河道縁辺の幅15m程度であり、そこを中心にピット・土坑・焼土遺構・住居状遺構が帯状に分布する。
注目されるのは、サヌカイト石材が集積する土坑1である。南側には土坑2を中心とした遺構の集中域が存在す
る。同周辺には比熱痕が比較的多く確認され、作業場の可能性を考えさせる。
　貯蔵空間として利用される河道部と、作業空間として利用される微高地の広がりが復元される。
②弥生時代早期～前期
　縄文時代からの地形が継続するが、旧河道部は縄文時代後期の堆積により、微高地部との比高差を1m程度に
まで減少させ、埋土は粘性の高い粘質土や粘土に変化する。流水の痕跡はやや希薄であり、湿潤な谷地形が復元
される谷部の幅は18m程度である。底面には緩やかな高低差が存在し、中央の窪地部を取り巻くように緩斜面が
広がる。早期段階ではこの緩斜面に貯蔵穴状遺構が構築されるが、微高地上には遺構のみならず対応する土層さ
えも確認されない。続く前期では、早期と同様の地形が継続するが、貯蔵穴状遺構は全く確認されない。一方、
微高地上には畦畔の広がりが認められる。また、確実な時期を特定できないが、谷底部を横切る形で、杭列が作
られる。その配置から、水に関連することは確かであり、谷部には、多少なりとも一定の水の流れや滞水状況が
あったと判断される。
③弥生時代後期～古墳時代初頭
　弥生時代前期末からの洪水砂によって谷部は中期初頭までにはすっかり埋没し、平坦な広がりが確保される状
況へと地形は大きく変化する。それに伴って、耕作域は飛躍的な拡大を示す。さらに、地形の最も高い位置には
溝が繰り返し構築されている。直接つながる畦畔は確認できなかったが、諸状況から同様の水田形態に伴う用水
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路が出現していることは確実である。畦畔の方向は前期のものと一致していることから、旧地形を大きく改変す
るものではないが、耕地拡大と灌概施設の整備が大きな変化として注目される。
　以上のように、本地点は、縄文時代後期には集落の一角を構成し、貯蔵や作業空間などとして複合的に利用さ
れているのに対して、弥生時代早期を挟んで、同前期には集落の痕跡は姿を消し、耕作域へと大きな変化を見せ
る。その転換時期は、貯蔵穴状遺構が存在するという点で、縄文時代の状況を踏襲している早期以後ということ
になろう。土層関係からみると、早期の中でも、「津島岡大式」（1）の時期以後に、上面が弥生時代前期の耕作土
となる8層（「黒色土」）が形成されており、その傍証として評価されよう。
　次に、縄文時代あるいは弥生時代のそれぞれにおいて、生業に関わる遺構となる貯蔵穴状遺構と水田関連遺構
に関しての検討を簡単に行いたい。
（2）個別遺構の特徴
①津島岡大遺跡における貯蔵穴状遺構の概要
　同遺跡において、縄文～弥生時代早期に属する貯蔵穴は総数72基が報告されている（2）（第3次・5次・6次・
9次・15次調査）。各地点における時代別貯蔵穴数は、第3・15次調査地点では、縄文時代後期前葉に18基、弥
生時代早期に21基←・部に機i能面での疑問あり）、第6・9次調査地点では縄文時代後期前葉に23基のみ、第5
次調査地点では縄文時代後期中葉に7基、弥生時代早期に3基があげられる。いずれも低湿地に立地するタイプ
であり、河道や谷部に構築される。これらに関して、形態面から「貯蔵穴」の決め手となる特徴を抽出した後、
分布状況・形態・使用状況などから、その動向について考えてみたい。
　なお、第3次・5次・6次・9次・15次調査地点の中で、第3次調査と15次調査、第6次調査と9次調査とは、
それぞれ連続するあるいは接する調査地点であり、同一河道内（あるいは谷部内）に当たるため、一括して取り
扱うこととする。
a　分布状況
　縄文時代後期における貯蔵穴状遺構には、各調査地点で整然とした並びが看取される。特に、第15次調査では、
河道斜面下端付近に2m～4m間隔で配された列状の並びが認められる（図99－b）。そうした状況は第6・9次
調査地点においても標高1．3～1．7mの幅に分布する（3）（図99－a）など、他の地点においても同様の傾向を窺うこ
とができる。
　一方、弥生時代早期では、遺構数が少ないため、縄文時代に比べるとその傾向を抽出しにくいが、最も数多く
確認された第15次調査地点を取り上げると、谷部内での位置は標高1．7～2。1mの幅の内にはあるが、同遺構の間
隔は3～7mと大きな幅を見せ、点在あるいは集中するなど、不揃いな状態を見せる（図99－c）点で、縄文時
代後期の状況と違いを示す。時間推移の中で、遺跡全体での数の減少と不揃いな構築状況が特徴を示す。
b　法量
〈平面〉形態的特徴を抽出するために、上面における長辺・短辺の値を検討した結果、両辺の数値分布に傾斜角
度が45度弱の右肩上がりの直線的ライン分布が現れた。これは、平面形が不整円形あるいは楕円形気味のものも
含むが、基本的にはおおむね正円形に近い形状であることを示す。規模に関しては、上面の残存率の違いから一
概に比較はできないが、次項で述べるように、断面形態が箱形あるいは逆台形状のものが多く、すり鉢状のタイ
プは非常に少ないことから、ある程度の傾向は抽出できると判断される。
　その規模は、大きく3群にまとめられる（図100一①～③）。1群は径が25～60cm、　H群は70～190cm、皿群は、
1例のみであるため類型化には問題があるが、貯蔵穴状遺構の特徴を整理するために、長辺300cm前後として一
応あげておく。H群はさらに、出土地点との関係を考慮すると、160cm前後を境にH－1群とH－2群に細分される。
　各群と時期の関係をみると、H群は縄文時代後期および弥生時代早期のいずれの時期においても、その中心を
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　　　　　　　　　　　　　　　図99　津島岡大遺跡貯蔵穴状遺構分布状況
なす。一方、1群は両時期を含むが、前者の例は少なく、後者にやや多く認められる。皿群は弥生時代早期のみ
である。調査地点別に見ると、第3・15次調査地点、あるいは第6・9次調査地点では、n－1群内に重複する
分布を示すが、第5次調査地点はn－1群～卜2群に分布しており、他よりは平面規模が大きい傾向をもつ。
前者の時期が後期前葉、後者は中葉であり、時期の違いあるいは地点の違いがその背景にあるのかもしれない。
〈深さ〉深さの数値は、上部の残存率かその数値に大きく影響を及ぼすため、本来の法量比較は困難であるが、
ここでは、破壊の程度などを考慮しつつその傾向を探ってみたい。
　全体的な数値分布は、一見まとまりのない状況を呈するが、貯蔵穴上部の破壊率が比較的低い弥生時代早期に
ついて検討すると、ある程度の傾向が抽出できる（図100一⑤）。その状況を平面の長辺値を加味して見ると、深
さ10～30cm程度の1群と30cm前後～60cmあるいは75cm程度の2群とに分けられる。それを踏まえて縄文時代後期
の分布を検討すると、1群域に含まれる深さ20cm以下のものは上部破壊の影響が強く、底部のみの残存である点
や、同30cm弱程度のものに関しても破壊の影響がかなり認められることから、深さは30cm～65cmを中心に最大90
cmまでの範囲に整理される（図100一④）。これは、弥生時代早期の2群とほぼ共通することから、この範囲が本
一105一
考 察
200
0
毛50
100
0
100
0
短辺（cm）1
①平面規模
皿群
◆　n 2群
醒
“ 禽
且一1群
圏ぽ 嬰
齢 去 ×
●
▲
1群 護
××
0 50 100 150 200
一短辺（cm） i　　　　l
A縄文後期平面規模
　　　15次
一◆
麟 ■　　　　　　’
’■ 。．ム　ノ　　　1
Hヲ群 抱〆 ／U－2群
’±当
▲ ’’▲
▲
6’9’。15＞
＜　，、
1群
B類〉
0
0
短辺（cm）
50　　　　　　　　　　　　　100　　　　　　　　　　　　　150　　　　　　　　　　　　　200
▲弥生早期∋面規模」＿＿
　　　　　　H－1群
　　　　　　　　●　　　　　　　　　ぷ
　　〈A類〉．ク　●
　　　／㌔　　゜
1群　　薯　　膓　　＼
　　X　　　’
××　　　　　　　　〈c類〉
〈B莞＞
　　50　　　　　　　　　100 150
×
×
　　　　　　　　100
　　　　　　　　90
　　　　　　　　80
　　　　　　　　70
　　　　　　　　60
　　　　　　　　50
　　　　　　　　40
　　　　　　　　30
　　　　　　　　20
250　　　　　　　300　　　　　　　　10　　長辺（cm）
　◇5次　　　　　　　　0醗6・9次　　　　　　　　　0▲15次
　×15次早期
　＊5次早期
　②3次早期
　　◇5次
　　薗6・9次
　　△15次
長辺（C「n）
皿群
qC類〉
／
×15次早期
＊5次早期
◎3次早期
100
90
80
70
60
50
40
30
20
10
0
深さ（cm）
④縄文後期深さ
5次
◇　　　　　　囲 6・9次
　　　『－5次 　　　圏|　　◆ ▲
2群 囲■　國
ぐ　　． ▲　　圏　▲
画
、 　　▲
｣
］群 ▲▲
@△
■　　　　　1
@　　＿上部破壊が
▲
直←一一㎜ 蛯ｫい群
@　　　1
深さ（cm）
50 100 150
▲15次　　◇5次
200　　　　　　250
　　　長辺（cm）
團6・9次
⑤弥生早期深さ
× 〈A類〉
　　●~
×
2群
※　　　　※
w　　×※ x
＼＼ 一 〈C類〉
×素
＼、　　一　　一　　一　　’
@×
’
，1群 ~　　　　　×
×
×一　　　　　　一
〈B類〉 〈C類〉
0
　長辺（cm）
図100　貯蔵穴状遺構法量分布
50 100 150 　300　　　　　　350　　長辺（cm）
×15次早期
X5次早期
●3次早期
遺跡では一般的な深さと判断される。
　以上のようにみると、縄文時代あるいは弥生時代とも数値の集中域を認めることができる。両時期に共通する
のが2群であり、1群は弥生時代早期のみである。また、縄文時代後期では、平面規模同様に5次調査地点に数
値が高い傾向が確認される。
c　形態
〈平面形〉前述したが、円形を基本とし、楕円形気味なものを含む。数値的には正円形に近い状況となるが、平
面的に現れるラインは不整形である場合が多く、必ずしも整然とした形態とは言いにくい。
〈断面形〉断面形態の検討には、全体の保存率が大きな問題点となる。破壊が大きくて、本来の形状を失ってい
る場合は、その類型化は困難である。ここでは、明らかに本来の形態を残さないものは除外し、ある程度形状が
復元されるものを扱うこととする。形状からは、次の3タイプが認められる。
A類：断面形態は箱形・逆台形であり、やや丸みを帯びるとU字形となる（図101：SP15・19、　SP7）。規模との
関係をみると、平面規模ではH群（径70～190cm）を中心に1群（25～60cm）を少量含み、深さでは2群（30～65
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　　　　　　　　　　　　　　　　　図101　貯蔵穴状遺構断面形態と類型
cmが中心で90cmまで含む）に対応する（図100）。平面規模1群は弥生時代早期のみである。
B類：箱形・逆台形に類するが、その規模から柱穴形として分離した（図101：SP26）。平面規模は1群（25～
60cm）、深さも1群（10～30cm）に対応し、弥生時代早期に認められる（図100）。
C類1深さが浅く、長辺比が高いことから皿形とした（図101：SP22）。平面規模はH－1群（70～160cm）に近
いものとIn群（300cm程度）、深さは1群（10～30cm）に対応する（図100）。　H－1群では、その範囲の下方、つ
まり、形態としては楕円形に属する分布域に偏在する点で、同群を構成するA群との違いを見せる。やはり、弥
生時代早期に属する。
　以上のように分類すると、縄文時代後期にはA類が中心であるのに対して、弥生時代早期には、それにB・C
類が加わる状況にある。
d　使用状況
　前項でまとめた3類型に関して、埋没状況からその機能を考えてみたい（図101）。
A類：津島岡大遺跡第15次調査では、縄文時代後期の大半と弥生時代早期のSP19・20・30、そして第3次調査
のSP7などがこれにあたる。その中でSP15・SP19と第3次調査のSP7をとりあげよう。
　SP15では、掘り返しによる連続的な使用とアンペラあるいは木葉を利用した貯蔵形態を確認した。さらに、
堅果類（カシとトチ）の堆積状況と採集時期との堆積順番が逆転している状態から、複数年の連続的使用をより
鮮明な形で見ることができた。具体的に確認すると、12～15層が古段階の埋土であり、それらで埋まった状態の
貯蔵穴を掘り返して堆積したのが1～11層と判断した。掘り返し後の中では木葉を敷いてカシ類を貯蔵し（9層）、
続いて7層・6層段階には、前年採取のカシ類（9層）を残した状態で新たに採取したトチを貯蔵している。こ
れは、トチの採取時期がカシ類より早い時期であることを考慮すると、9層と7層の堅果類の堆積関係が同一年
内での貯蔵によって生じるとは想定し難い点から判断した。このトチに関してはアンペラで包んだ可能性が高い。
その上にはカシ類が貯蔵されている（4層）が、これは同年に連続して採取したとも考えられるが、後年の可能
性も残す。このように理解すると3～4回以上の掘り返しあるいは利用回数が想定される。
　SP19でも、1回の掘り返しと複数回の使用が想定される。具体的には、堅果類の堆積層と植物などの有機物
包含層の連続と包含物のない粘土層で構成される5～7層が古い段階の掘削と使用に伴う埋土であり、その後、
埋まった状態の貯蔵穴を掘り返して再度使用された段階の埋土が、堅果類と有機物の連続堆積層と粘土層で構成
される1～4層となる。
　SP7（第3次調査）は、平面規模が小形の1群に属する数少ない例であり、次に述べるB類との関係が問題と
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なる。ただ、深さは2群に属している点や、断面形態がU字形である点などからA類に属するといえよう。また、
埋土はB類と共通する暗灰色系の粘土であるが、堅果類が包含されており、一部に使用に伴うと判断される袋状
のえぐり込みが見られることから貯蔵穴の機能を窺わせる。
　以上のように、A類では、複数回の使用や掘り返しが確認される（4）場合が多く、大半の遺構で堅果類や有機
物の包含が際だつ土層の存在が認められることから、貯蔵穴としての使用は明らかと判断される。
B類1第15次調査SP25～29がこれにあたる。　SP26をみると、埋土は暗灰色粘土の単一層で形成され、堅果類・
植物遺体などの包含物は確認されない。他も同様である。ただし、SP25では、規模の点や断面形態の一・部等に、
A類のSP7（第3次調査）に近い状態が確認される。全体的には、貯蔵穴の可能性が低い状況であるが、　A類と
の判別はやや困難な部分を残す。
C類1第15次調査SP21～24がこれにあたる。SP22・24を見ると、埋土はしまりのよい暗灰色系の粘土あるいは粘
質土で、色調の濃淡で互層堆積を見せる。湿地特有の炭化有機物の包含は認められるが、堅果類などの植物遺体は含
まれない。他に関しても、単一土層の場合を含め共通した状況を示す。形態面では楕円形傾向が強く、貯蔵穴機能が
確実なA類とはやや違いを見せる。地形のたわみの可能性も一部には考えられ、貯蔵穴としての機能は考えにくい。
ただし、一定の深さや開放時期が想定される点からはA類とは別の機能の存在までを否定するものではない。
　以上の点から、貯蔵穴として機能した可能性が非常に高いのはA類であり、B類では、径が60cm前後を測るよ
うなもののみに、その可能性を残すと評価されよう。
〈類型と法量の関係〉設定した類型と規模の関係は、A類は平面n群で深さ2群を中心とする。その他に平面1
群を僅かに含むが、これも深さは2群に属することから、A類2群が貯蔵穴の特徴として評価される。一方、　B
i類は平面1群・深さ1群に限られ、C類は平面n群・皿群で深さは11群に対応する。諸状況から両類は貯蔵穴の
可能性が低いと判断される。
e　動向と課題
　前項で、貯蔵穴の機能を強く示すタイプをA類と認定したが、それを中心に縄文時代後期と弥生時代早期の特
徴をまとめよう。
　形態面では、弥生時代早期では平面規模が1群に属するものを含む点や、縄文時代後期の平面規模分布あるい
は深さの分布域のほうが数値の大きい範囲に広がっている点から、縄文時代のほうが大形化傾向を示すようにも
捉えられる。ただ、際だった特徴とまでは言いがたく、使用状況での変化は認められないことを考えると、むし
ろ共通性の高さを指摘しておこう。一方、数量的には大きな変化が認められる（表3）。津島岡大遺跡全体では
A類が縄文時代後期で47基、弥生時代早期で15基である。そのうち、両時期の貯蔵穴が構築される第15次調査地
点では、縄文時代に17基、弥生時代に12基である。また、同地点から西へ200mに位置する第6・9次調査地点
では、縄文時代に23基あったものが弥生時代には0基となる。第5次調査地点でも7基が3基となる。このように、
遺跡全体あるいは地点別のいずれにも数の面での差は際だって大きく、弥生時代早期に激減していることは明ら
かである。それに伴って、分布状況も、整然と並ぶ縄文後期に対して、弥生早期ではやや不規則な分布を見せる。
　貯蔵穴の減少傾向の背景には、形成期間幅の問題・
貯蔵穴形成場所の移動・周辺域での人口変化・貯蔵穴
への依存度の減少などが要因として考えられる。津島
岡大遺跡全域に及ぶ調査から、南域に位置する2箇所
の調査地点においても弥生時代早期の貯蔵穴が確認さ
れている。縄文時代の貯蔵穴は確認されない地域であ
り、貯蔵穴立地地点の移動があったことは予想される
が、その場合も数は非常に少なく（5）、拡大とは言いが
表3　貯蔵穴状遺構類型点数一覧
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たい。さらに、弥生時代前期では全域で2～3基にその可能性があるまでに減少する（6）。こうした状況から、場
所の変化はあるものの、数の減少という動きは否定されるものではないと考えられる。とすると、人ロあるいは
依存度の減少という点になり、それを誘発する社会的変化が問題となる。それを解明するには、弥生時代早期の
遺構の広がりあるいは突帯文土器の出土状況などが手がかりとなろう。ただ、現状では、谷部内の貯蔵穴関連遺
構以外に同時期の遺構は確認できていない。この点は資料不足ともいえるが、逆に、縄文時代後期の居住域に弥
生時代の集落を形成しないという集落選地の条件が変化している可能性を示す点で注目できる。弥生時代早期の
資料が非常に限られているため、具体的内容を示すことはできないが、次の段階に水田形成を開始する変換期の
実態がこうした状況にも現れていると考えられる。
②　水田畦畔
　津島岡大遺跡第15次調査地点では、3層および8層上面において、弥生時代前期・弥生時代後期～古墳時代初
頭にそれぞれ属する水田畦畔を検出した。すでに、同遺跡の水田畦畔に関しては、その特徴あるいは問題点など
を報告している（・）。本地点の成果は、その域を出るものではないので、ここでは概要をまとめるにとどめたい。
a　方向と区割り
　畦畔の方向は、上下2面ともに北東一南西方向を長軸とする区割りが認められ、方向性に関しては共通する。
これは、河道の存在とその南側に帯状に形成される自然堤防状の高まりという縄文時代後期における地形の特徴
が、その比高差を減じながらも強い影響を残して、基本的な地形を構成した結果といえよう。この地形に沿った
区割りを、各時期の水田面での高さの分布で確認してみよう　（図102・表4）。
　8層上面では、水田面の高さは標高2．9m～3．3m程度の幅を有する。最も高い区域は谷部の南縁辺であり、東
側により高い傾向を示す。そして、南に向かって徐々に下降す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表尋　第唱5次調査水田一覧
る状況が比較的明瞭に確認された。3層では、第15次調査と3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a　8層水田　　　　　　b　3層水田
次調査でやや高さにずれが認められる部分が確認される。例え　　　　　標高、m面積、㎡　　　　標高：m面積：㎡
ば、第15次調査区内では水田番号37・40～42・48、あるいは59
～68付近でやや低い数値を示す。これらは、調査時での掘り込
みすぎの可能性があろう。こうした状況を補正すると、東部分
～調査区中央部を北東から南西に走るラインが最も高く（標高
3．5～3．3m域）、南西に向かって緩やかに下降し（標高3．2m程度
まで）、旧地形が谷であった北側では北西に向けて標高3．25から
同2．95mへと下降しており、南側よりは一段低いことがわかる。
b　面積
　8層上面（弥生時代前期）の畦畔は、北東から南西に走る谷
部の南、縄文時代後期における炉などが構築された微高地上に
広がる。第15次・3次両地点をあわせるとその総面積は945㎡を
測る。水田面数は、第15次調査では100面、第3次調査では157
面であることから、総数257面となる。畦畔で区切られた水田面
1枚の面積は2～8㎡に中心をもち、非常に狭小な状況を示す。
　3層上面（弥生時代後期～古墳時代初頭）では、弥生時代前
期における谷部の埋没に伴い耕作域が拡大した結果、総面積は
約1，850rピに広がる。水田面数は、第15次調査では76面、第3次
調査では115面であることから、総数191面となる。水田面1枚
番号 面積 標高 番号 面積 標高 番号 面積 標高 番号 面積 標高
1 一 28951 一 307 1 U829939 456331
2 ｝ 30052 63 308 2 97629640 一 330
3 39 311 53 108310 3 6 3．00 41 10 330
4 一 3．21 54 一 3．03 4 66 29942 一 318
5 一 3．12 55 一 305 5 89330143 374337
6 一 321 56 一 308 6 3963024 一 2957 一 321 57 一 319 7 4．18 3．02 45 一 336
8 31 32258 418329 8 一 30546 一 337
9 45932259 ｝ 322 9 一 30447 一 332
10 一 29560 352317 10 33630448 10．5 328
11 一 31］ 61 5 319 11 一 30549 123332
12 77 31762 一 320 12 99831750 一 330
13 42532063 一 316 13 93632351 一 332
14 一 30964 一 319 14 39631652 336334
15 36931065 208319 15 30832253 7014332
16 46 3．16 66 52 321 16 5283．27 54 一 339
17 28831567 一 314 17 78 32155 一 339
18 一 31968 504315 18 39 32556 一 337
19 一 31969 一 313 19 506 　 57 ｝ 329
20 62731970 6．67 314 20 59832858 204 ｝
2］ 9．43 32271 ｝ 312 21 一 33059 333 一
22 57632272 45 312 22 一 一 60 一 一
23 64 32373 84 313 23 一 3．10 61 693327
24 一 32274 18 311 24 一 31662 一 326
25 一 32275 2 31 25 一 31863 672325
26 64432276 4 31 26 30431664 551227
27 24 32277 62 307 27 62432065 15 326
28 一 32078 345310 28 　 一 66 一 325
29 06△32379 2 310 29 ｝ 33267 一 一
30 5943．19 80 一 309 30 17133368 一 一
31 一 31881 一 308 31 一 33869 一 一
32 一 32082 一 306 32 3413．36 70 一 　
33 一 31783 一 311 33 一 331 71 一 3．28
34 一 32084 一 313 34 一 33172 一 327
35 54431985 ｝ 310 35 29△33673 一 一
36 48 32086 一 312 36 一 33074 一 一
37 71432287 一 315 37 1853．30 75 一 一
38 68232288 一 3．18 38 2．08 3．29 76 一 一
39 60832289 一 302
40 　 32390 ｝ 308
41 一 32291 一 305
※番号は図102の水田番号
@に一致する。
42 28631992 一 309
43 50731993 一 318
44 7363．14 94 一 310
45 一 32095 一 301
46 一 31696 一 320
47 一 31797 一 315
48 44831498 一 322
49 52231399 一 319
50 725313100 一 319
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の面積は2～10㎡に中心
をもち、12㎡程度までが確
認される。相変わらず狭
小ではあるが、前段階よ
りはやや広い部分が増加
する傾向を示す。総面積
と水田枚数の関係からも
拡大傾向は明らかである。
c　水路と土壌
　水稲農耕にとって、水の
確保は重要な要素である。
その用水路が確認される
のは、3層上面においてで
ある。溝群は地形が高い
ラインに位置しており、用
水路としての機能が十分
発揮できる位置と評価で
きる。数回にわたって繰り
返し構築されている状況
は、第12次調査・第19次調
査などと共通する（・）。一方、
8層面ではそうした溝は確
認されなかった。前回、弥
生時代前期水田に伴う溝は、
津島岡大遺跡では確実な
ものはなく、周辺遺跡でも
非常に規模が小さなものに
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図102　水田面レベル分布（第3・15次調査）
限定される点を指摘し、天水田などの可能性を考えた（7）。そうした中で、本地点では谷地形に注目したい。谷部
内には、機能面な決め手に問題はあるが、杭列が存在しており、少なくとも水量が確保された状況が想定できる
とすれば、灌慨施設を完備する以前、周辺にある河道・谷から直接水を利用することも視野に入れる必要があろ
う。ところで、水路の問題が農法にも強く関わりを持つなかで、注目したいのは土壌である。8層の土壌はいわ
ゆる「黒色土」であり、花粉・プラントオパール分析からは乾燥した環境が復元され、イネのプラントオパール
の量は上層に比べるときわめて少ないというデータがある（9）。一方、3層では、土壌は古代層ほどではないが灰
色を強め8層とは異なる性状を示す。こうした状況から、両層面での水田農法に違いが存在する可能性は高い。
それを示すのが土壌である。今後、様々な点からの解明が求められよう。
d　遺物出土状況
　土層の性格を考える上で、遺物の出土状況を参考にしてみよう。各土層からの出土遺物に関して、総点数とそ
の容量をまとめ、点数と容量の関係から、遺物の大きさについての目安をある程度示した（表5）。その結果、
8層と他の耕作土層との間にやや異なる点が認められる。遺物の大きさについては、1層（中世）の細片化が際
だつが、それ以外の耕作土はいずれも中形として共通する。一方、遺物の量に関しては、8層の量は他の耕作土
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層の約3倍程度にのぼり、耕作土とし
ては量の多さが際だつ。その割合は、
縄文時代後期の土層である集落域の14
層と耕作土の1～3層との問に位置す
る。8層が耕作土としての性格を考慮す
ると、この差に耕作に関連する何らかの
違いを求めることも可能かもしれない。
表5　土層別遺物出土状況（第15次調査）
土　層 出土域 時　期
出土量 ユ箱当たり
@の点数
遺物の
蛯ｫさ点数　　　分量
1層（耕作土） 全域 中世 206 大1／2袋 1，674点 細～小
2層（耕作土） 全域 古代 189 大1袋 567点 中形
3層（耕作土） 全域 弥生後期～古墳初頭 142 大1袋 426点 中形
8層（耕作土） 微高地部 弥生時代前期 484 28㍑1箱 484点 中形
早期谷部 谷部 弥生時代早期 695 28㍑3箱 232点 大形
14層（居住域） 微高地部 縄文時代後期 ユユ12 28㍑2箱 556点 中形
15層（基盤層） 微高地部 ク 3 大ユ／3袋 27点 大形
後期河道内 河道部 ク 739 28㍑3箱 246点 大形
　以上のように、時間的に顕著な変化としてとらえられるのは、耕作域全体および水田一面における面積の拡大
と溝・の出現・整備、そして土壌に関した点にある。その背景には、土地形成などを進める自然環境あるいは耕作
形態の変化が強く関連することは明らかである。環境と開発が、縄文時代の意識から弥生時代の意識へ脱却する
過程のなかで、どのような関わり方をしつつ、社会的動きを生み出すのか。一地域での実態解明を進めるなかで
より具体的に浮き彫りにする必要があろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山本悦世）
註
（ユ）「津島岡大式」とされる土器群は津島岡大遺跡第3次調査出土の土器を指標とする。同調査では、「黒色土」と同土器群の包含層との分離が
　　明瞭ではなく、同層の下半にあたる可能性も残されていたが、今回の調査によって分離することができた。
　　a　山本悦世　1992『津島岡大遺跡』3　岡山大学構i内遺跡発掘調査報告書第5冊　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
　　b　平井　勝　1992「弥生時代への移行」『（上）吉備の考古学的研究』
　　　　突帯文土器の編年研究において、津島岡大式が設定されている。
（2）a　第3次調査：註（1）a
　　b　第5次調査：阿部芳郎他1994『津島岡大遺跡』4　岡山大学構内遺跡発掘調査報告書第7冊　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター－
　　c　第6次調査：山本悦世他　1995『津島岡大遺跡』6　岡山大学構内遺跡発掘調査報告書第9冊　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
　　d　第9次調査：小林青樹他　1998『津島岡大遺跡』10　岡山大学構内遺跡発掘調査報告書第14冊　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
　　・低湿地の貯蔵穴について、津島岡大遺跡では、第23次・26次調査において弥生時代早期の可能性があるもの数基を調査している。これら
　　　に関しては、正式報告が未刊であることから今回は含めていない。また、弥生時代前期に属するとされるもの数基が第19次調査地点で確
　　　認されている。
　　・第15次調査において、機能的に貯蔵穴の可能性が低い数基を、ここでは含めた数になっていることを注意しておきたい。
（3）註（2）d
（4）註（2）d：複数回の使用に関しては、津島岡大第9次調査の報告においても確認している。
（5）津島岡大遺跡第23・26次調査において報告がある。
　　a　野崎貴博　2001「津島岡大遺跡第23次調査」『岡山大学埋蔵文化財調査研究センター年報』18　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
　　b　横田美香　2003「津島岡大遺跡第26次調査」『岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要2001』岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
（6）野崎貴博他　2003『津島岡大遺跡』12　岡山大学構内遺跡発掘調査報告書第17冊　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
（7）岩崎志保・山本悦世　2003「耕作地の問題」『津島岡大遺跡』11　岡山大学構内遺跡発掘調査報告書第16冊　岡山大学埋蔵文化財調査研究
　　センター
（8）註（6）
　　岩崎志保他　2003『津島岡大遺跡』11　岡山大学構内遺跡発掘調査報告書第16冊　岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
（9）山本悦世・岩崎志保・横田美香　2001『縄文時代の景観復元と生業に関する実証的研究』
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2．石器組成からみた縄文時代後期集落の空間利用
はじめに
　津島岡大遺跡第15次調査地点では、縄文時代後期の住居状遺構や貯蔵穴などの遺構群に伴って、多量の石器
および製作残津が検出されている。岡山県下では、縄文時代後期の石器を出土する遺跡が現在37カ所知られてい
るが（1）、遺構が確認されている遺跡は非常に少なく、集落の実体像は不明であると言わざるを得ない。この点で、
本調査地点を含む津島岡大遺跡は、その実相をさぐるうえで貴重な資料であるといえる。以下では、今回新たに
加わった集落居住域の状況をふまえ、遺構の分布と器種組成の関係性について検討し、他地点との比較を通じて
津島岡大遺跡における当該期の集落構成について明らかにしていきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表6　第褥次調査地点
1．津島岡大第栢次調査地点の石器組成と遺構の関係
　縄文時代後期の石器類は、製品44点と、石器原材5点、剥片i類71点が出土してい
る。製品の器種の内訳は、表6の通りであるが、これを調査区微高地をまず4分割
し、さらに東西別とした8区画に河道部をあわせた計9区画を設定して出土地点
別に器種の分布を示すと、図103のようになる。全体的な傾向として、石器製品の
分布が遺構密度にほぼ重なることが指摘できよう。1区では、住居状遺構（SH）、
土坑（SK）3といった大型の遺構が存在する1E区に分布が偏り、石器原材埋納遺
構を除けば調査区全体を通じてこの区でのみ製品が遺構に共伴する。そのいずれ
にも石繊があること、また1W区にはピットが密に存在しながら製品がほとんどみ
られないことは注意される。南にかけてピットが広がる2E区も、柱状で小型の石
核と石鎌がみられる程度であるが、2W区では比較的ピットが少ないながら、模形
石器・打製石鍬・石核がある。このように、東半の区域は住居状遺構や焼土遺構な
ど、遺構が多くありながら製品は合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑨⑨○　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽翻富富冶ゆ◆　　”しても9点程度で、全体の約1／4の量
にとどまっている。一方、西半の区域
では器種のバリエーションが増える。
遺構がまばらな3区にはスクレイパー
が2点あるのみだが、遺構が多い4E区
では模形石器・石核に加えて磨石と扶
りをもつスクレイパーが組成に加わっ
てくる。これは、剥片が散らばること
から周囲で石器製作を行っていたと考
えられる焼土土坑（SX）5が、この区
内に位置することと密接に関連すると
みてよいだろう。遺構が少なくなる
4W区では、石器原材埋納遺構（SKI）
を除くと、模形石器・打製石鍬・石核・
スクレイパー、それに加え河道に近い
ためか、石錘がみられる。最後に、貯
蔵穴がつくられる河道内の5区では、
一／丘◎
縄文時代後期の出土石器組成
器　　　種 数
石　　　　　　鍍 4
模　形　石　器 7
スクレイパー 5
挟り入りスクレイパー 5
石　　　　　核 6
石　器　原　材 5
R　　　　　　　F 1
打　製　石　鍬 5
石　　　　　　錘 3
石　　　　　　皿 2
磨　　　　　石 1
計 44
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図鱒3　第お次調査地点石器出土状況（縄文時代後期）
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スクレイパー類が多いことが特筆される。挟り入りスクレイパー3点、スクレイパー1点の計4点で、微高地上と
同じ数が出土している。後述するが微高地出土のスクレイパーのうち3E区の2点が簡素なつくりであることを考
えれば、実用的なものはこの5区に集中しているといってよい。このほか、打製石鍬・石錘、石鎌があるが、なかで
も2点の石皿は現地での加工作業を窺わせる資料である。さらに細分すると、河道西半に製品が集まる傾向がある。
　では、これら石器製品の分布から本調査区内での空間利用の状況を考えてみたい。大まかに①IE区、②2W・3E・
4E・4W区、③河道に集中がみられるようである。①、②については遺構と関係する可能性はあるが、判然としない。
そこで、製品以外に製作の過程で生じた剥片類と、関連する遺構の分布を加えてみよう（図104）。まず、模形石器削
片類を含む309以下のチップ類の個体数をみると、4E区が33点と最も高い数値を示している。また、309を超える
大型の剥片は、1W・3E・3W・4Wで出土し、　IW区には最大の69．59のものがある。さらに、これにチップを埋土に含
むまたは近辺に散在する土坑の分布を重ねると、4E区には多量のチップが周辺から出土した焼土土坑5を含む3基
が、1E・2EにはSK3に近接する2基があるほかは、1区北に2基が散在する。これら剥片類の状況を考え合わせると、
4E区北東を南端とする径15mほどのピット群が広がる範囲が石器製作を行っていた空間である可能性がある。さら
にこれを裏付けるものとして、この一帯に自然面を多く残す剥片や1次剥片と思われる資料が点在することが挙げ
られる。まず、先述の69．5gをはかる大型の剥片は、勇断面が1面あるほかはすべて自然面であり、厚さは19cmをは
かることから石器原材から直接切り離されたものであると考えられる。また、4E区には石鎌の未製品とみられる剥
片があることとあわせ、遺物量から推測してそれほど長期間ではないにせよ、そうした製作の場であったと考えら
れる。また、本調査地点では顕著に焼土塊を埋土に含む土坑が5基検出されている（住居状遺構内のものを除く）が、
そのうち3基がこの範囲内に集まっている。一方、この一・帯から外れる4E区から4W区にかけて大型土坑を中心にピ
ットが集中する遺構群では、石器製作を示す痕跡があまりみられない。この一群では、焼土塊ではなく壁が焼けて
いる土坑が特徴的であるということから、遺構の機能差と同様に空間の使用にも差があるとみてよいだろう。
　では、ちょうど4E・3E区境に位置する石器原材を埋納するSK1はどのようにとらえることができるであろう
か。杉山一雄の集成によれば、岡山県内における縄文時代の石器原材集積遺構はほぼ晩期に限られ、後期の例は
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図104　第お次調査地点石器剥片及び焼土遺構・壁面被熱遺構分布状況（縄文時代後期）
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みられないようである（・）。検出位置が明らかな晩期の例では、百間川沢田遺跡高縄手B調査区で出土している石
器集積遺構1と2がある（3）。いずれにも大型の石器原材に製品・剥片が共伴し、炉床が近在することから、石器
製作に使用していたものであることは明らかである。一方、晩期の南溝手遺跡（4）では、土器溜まりの中に混入
しているものと、埋納状態の土坑7の二者があるが、後者は本調査区出土例と同じく、火を使用したとみられる
遺構群に近接するがやや群から離れ、単独で河道沿いに立地する。このような類例から考えると、SK1は百間川
沢田遺跡の実用的なものよりも、南溝手遺跡の土坑7と同じ性格を有すると考えられ、これだけの原材をもちな
がら石器製作域の中心から離れた河道沿いに単独で存在していることから、石器製作に使用されたものではなく、
いわば、象徴的な意味を有する施設であると考えた方がよいようである。
　では、①の状況はどうであろうか。1E・2E区の境界西端付近では、製品を共伴するSK3と、数片のチップを埋土に
含むピットが2基隣接する小さな集中があるが、他はピット・住居状遺構とも散在傾向にある。剥片類の出土も少
なく、製品も1点しか遺構に伴わないことから、この区域は短期的で小規模な石器製作に限られていたとみられる。
　以上のように③が貯蔵穴内の植物質の加工や小規模な漁をする場であると考えれば、①は居住域、②は石器製
作域、③は食料加工域と区分することができる。このように、第15次調査地点では遺構と石器の状況がある程度
対応をみせるが、津島岡大遺跡一帯では、遺構が少ない地点でも石器の出土がみられる。では、そのような遺構
の少ない空間はどのような利用がなされていたのであろうか。集落の中心域に近いこの第15次調査区と石器の状
況を比較することで実相に迫ってみることにしよう。
2．津島岡大遺跡における他地点の状況
　2003年度までの調査で縄文時代後期の遺構が検出されているのは、これまで行われている29次にわたる調査のうち、
20ヵ所あまりにのぼる（‘）。その調査成果から、遺跡北東の第5・17・22次調査地点より今回の第15次調査地点を含む
一帯が、住居跡を伴う集落の中心域であると考えられている。しかし、それ以外にも比較的薄い密度で遺構が存在す
る地点があり、遺構の分布範囲は第8次調査a地点までの西約900mに及ぶ。このうち、本報告がなされているもの
の中で石器製品および剥片類を伴う地点は9カ所で、その遺構種別と石器製品の組成を示したものが図105である。
これをみると、貯蔵穴が存在する地点には打製石鍬・石皿・磨石が、そのほかの地点では全く伴わないか、石繊・模
形石器・スクレイパー・石錘が多いことが指摘できる。つまり、貯蔵穴付近では加工等を現地で行い、他の地点では、
小規模な石器加工が行われているとみられるのである。これは、第11次調査地点の石器製作地点（6）、第27次調査地点
の炉1（・）などは、明らかな石器製作祉であることからも裏付けられよう。ここで、サヌカイト製石器の組成に注目
してみると、周辺域は石鎌や模形石器等、比較的軽量な石器製品が主であることがわかる。これらの地点では大型の
石核がみられないことから、集落の居住域で、ある程度小型に加工した石核を携帯し、狩猟活動等で補充の必要が生
じた場合に現地で製作したためであると考えられる。第15次調査地点でも住居状遺構内から石鎌の未成品が出土し、
付近に石器製作域があることからも、原材から始まる一貫した製作の中心が図105で示すような居住域内に存在する
ことは疑いがないが、それ以外にこのような非恒常的な製作域が営まれており、それらは活動範囲の粗密を示してい
るとみられるのである。この領域は、高田のいう調理が主目的の炉の分布よりも数量的に少なく、範囲も狭い（註（7）
文献、pp．59－67）。このような補充製作的なありかたは、それら調理目的の炉の存在とあわせ、日常的な食事に使用
したものというよりは、むしろ狩猟・採集に際しての小キャンプ的な性格が強いのではないかと思われる（8）。
　これらを考え合わせると、従来指摘されてきた標高と遺構密度で区分されるA地域・B地域・C地域の区分
（註（1）文献、pp．5－6）のうち、第5次調査で大量の石器製品および剥片類が検出されていることを考慮すると、
A地域およびB地域の南を含んだ、径200mほどの範囲までを中心域（居住域）の広がりととらえることができ
る。他方、第7次・19次調査以西がC地域とされるいわば狩猟を中心とした食料獲得の活動領域（周辺域）であ
ったものと考えられる。
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　　　　　図105　縄文時代後期の津島岡大遺跡出土遺構と石器組成（山本ほか2001を一部改変）
3．遺構との関連からみた石器の機能
　出土遺構との関連から、石器の機能について若干の指摘を行っておきたい。まず、第15次調査で特徴的なありか
たを示したスクレイパー類であるが、津島岡大遺跡全体をみるとそれほどの偏りはない。一方、本調査地点出土の
挟りの入ったスクレイパーは、いわゆる石包丁状ではなく、上部や側縁に不規則に挟りが入り、石匙の形態に類似
することから、杉山の分類による横型の範疇に入る（杉山2002）。多いものでは、3カ所に扶りが入る。これまで
石匙が報告されている第5次・第6次調査地点でも貯蔵穴は検出されており、関連性は高いといえる。調理等を行
ったとみられる炉が点在する周辺域でも、伴うのは扶りのないスクレイパーであり、石匙はみられないことから、
解体等に用いられている可能性は低いのではないだろうか。貯蔵穴付近における具体的な用途としては、皮むきや
殻はずし等、堅果類の加工が想定されるが、貯蔵穴から出土している種子類との対応を考慮する必要があろう。海
浜部の遺跡で多量に出土するという指摘を考慮すれば（杉山2002）、貝類の加工作業との共通性が窺われる。
　また、打製石鍬についても貯蔵穴との関連性の深さが窺える。いまのところ、縄文時代後期に属するとみられ
る打製石鍬の出土地点は、第3・5・6・15次調査地点に限られており、いずれも貯蔵穴が存在する箇所である。
ここで打製石鍬の用途を考えた場合、穴を掘る機能を重視したい（平井泰1996）。第5次調査とも共通する端部
破片の多さや模形石器への転用、および竹広文明が指摘しているような他のサヌカイト製石器にはみられないほ
どのサヌカイト以外の石材を用いたものの多さ（竹広2003、p．178。上記4地点でも残存状態の良い16点中8点
がサヌカイト以外の石材を利用している）は、激しい消耗とそれに伴う代用としての他の石材の割合の増加を示
しているのではないだろうか。ただし、第15次調査地点では石器製作域からも出土していることから、生産は居
住域付近で行われていたと考えられる。
　こうした点を鑑みると、これまで指摘されてきたような縄文時代後期段階における農耕の痕跡については、石
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器の面に限れば、本遺跡ではやや希薄である印象を受ける。
おわりに
　以上、石器の状況から復元できる本遺跡の集落構成を中心に述べてきたが、後期の範疇における時期の細分等、
扱いきれなかった課題は多い。いうまでもなく、石器の出土位置は廃棄時の位置であり、必ずしも当時の使用状
況を反映していない可能性もある。しかし、今回あえて検討を行ったのは縄文時代後期で石器の出土状況と遺構
の関係が明らかな遺跡がほとんどないなかで、津島岡大遺跡の事例が今後の研究において比較しうる希少な例で
あると考えたためである。今回は縄文時代後期に限定して検討を行ったが、本遺跡では縄文時代晩期から弥生時
代前期に属する石器また剥片類も多く検出されている。縄文時代後期の様相を明らかにするためには、稲作の
導入に伴う石器の使用・製作動向の遺構にからめた把握もまた不可欠であろう。そうした課題も含めた、さらに
詳細な様相については、のちの検討に委ねたい。
　本稿を成すにあたり、山本悦世、岩崎志保、高田浩司、土井基司、野崎貴博の各氏には数々の有益なご教示を
賜りました。文末ながら記して謝意を表します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（忽那敬三）
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1。津島岡大遺跡第15次調査出土木材の樹種
森林総合研究所木材特性研究領域　　能　城　修　一
　津島岡大遺跡第15次調査で見いだされた木材169点の樹種を報告する。内訳は縄文時代後期の河道中から出土
した自然木146点と加工木1点、弥生時代前期の堰状遺構1の杭11点と自然木11点である。ここでは、出土した樹
種の木材解剖学的な記載を行い、代表的な試料の顕微鏡写真を示して同定の根拠を明らかにする。樹種同定用の
プレパラート標本は、木材から横断面、接線断面、放射断面の切片をカミソリで切りとり、ガムクロラール（抱
水クロラール509、アラビアゴム粉末409、グリセリン20ml、蒸留水50mlの混合物）で封入して作製した。プレ
パラートには、OKUF－769からOKUF814の番号をふして標本番号とした。プレパラート標本は森林総合研究
所に保管されている。
1．カヤ　枝・幹材　Torreya　nucifera（L）Sieb．　et　Zucc．イチイ科　図1：la－lc（OKUF－809）
　　軸方向仮道管と放射柔細胞から構成される針葉樹材。早材から晩材への移行は緩やかで、晩材は量少ない。
　仮道管の内壁には2、3本ずつまとまって走るらせん肥厚がある。分野壁孔は小型のトウヒ型で1分野に2
　～4個。
2．イヌガヤ　枝・幹材　Cephalotaxus　harringtonia（Knight）K．Koch　イヌガヤ科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図112a－2c（OKUF－781）
　　軸方向仮道管と放射柔細胞、樹脂細胞から構成される針葉樹材。早材から晩材への移行は緩やかで、晩材
　は量少ない。年輪を通して樹脂細胞が散在し、水平壁は結節状。仮道管の内壁には水平に近く走るらせん肥
　厚がある。分野壁孔はやや小型のヒノキ型で1分野に2～3個。
3。ヤナギ属　枝・幹材　Salix　ヤナギ科　図113a－3c（OKUF－652）
　　やや小型で丸い管孔が単独あるいは放射方向に2、3個複合して散在する散孔材。道管の径は年輪内で
　徐々に減少し、道管はときに斜めに連なる傾向を見せる。道管の穿孔は単一。放射組織は単列異性で、道管
　との相互壁は多数が密に配列する。
4。クリ枝・幹材Castanea　crenata　Sieb．　et　Zucc．ブナ科図2：4a－4c（OKUF－737）
　　年輪のはじめには大型で丸い単独管孔が数列配列し、晩材では径をやや急に減じた薄壁の小管孔が火炎状
　に配列する環孔材。軸方向柔組織は晩材で不規則な接線状。道管の穿孔は単一。放射組織は単列同性。
5．コナラ属クヌギ節枝・幹材Quercus　sect　Aegilopsブナ科図215a－5c（OKUF－745）
　　年輪のはじめには大型で丸い単独管孔が1、2列配列し、晩材では厚壁で丸いやや小型の管孔が放射方向
　に配列する環孔材。軸方向柔組織は晩材で不規則な接線状。道管の穿孔は単一。放射組織は同性で、小型で
　単列のものと大型で複合状のものとからなる。
6．コナラ属コナラ節枝・幹材Quercus　sec七Prinusブナ科図216a－6c（OKUF－725）
　　年輪のはじめには大型で丸い単独管孔が1、2列配列し、晩材では径をやや急に減じた薄壁の小管孔が火
　炎状に配列する環孔材。軸方向柔組織は晩材で不規則な接線状。道管の穿孔は単一。放射組織は同性で、小
　型で単列のものと大型で複合状のものとからなる。
7．コナラ属アカガシ亜属枝・幹材Quercus　subgen．　Cyclobalanopsisブナ科図3：7a－7c（OKUF－660）
　　中型で厚壁の丸い単独管孔が放射方向の列をなして配列する放射孔材。軸方向柔組織は不規則な接線状。
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　道管の穿孔は単一。放射組織は同性で、小型で単列のものと大型で複合状のものとからなる。
8．ムクノキ　枝・幹材　Aphananthe　aspera（Thunb．）Planch．ニレ科　図3：8a－8c（OKUF－644）
　　中型で厚壁の丸い管孔が単独あるいは放射方向に2、3個複合してまばらに散在する散孔材。軸方向柔組
　織は早材で周囲状、晩材で翼状～連合翼状。道管の穿孔は単一。放射組織は異性で1～4細胞幅くらい、直
　立部にしばしば菱形結晶をもつ。
9。ケヤキ　枝・幹材　Zelkova　serrata（Thunb．）Makino　ニレ科　図3：9a－9c（OKUF－689）
　　年輪のはじめには大型で丸い単独管孔が1列に配列し、晩材では径を急に減じた薄壁の小管孔が帯状に配
　列する環孔材。道管の穿孔は単一で、小道管の内壁にはらせん肥厚がある。放射組織は異性で1～8細胞幅
　くらい、しばしば大型の菱形結晶をもつ。
10。クワ属枝・幹材Morusクワ科図4：10a－10c（OKUF－759）、
　　　　　　　　根材　Morusクワ科　図4：11a－11c（OKUF－671）
　　枝・幹材：年輪のはじめには大型で丸い管孔が単独あるいは2、3個複合して2列ほど配列し、晩材では
　徐々に小型化した小管孔が数個複合して丸い外形の塊をなし、斜め方向に断続して配列する環孔材。道管の
　穿孔は単一で、小道管の内壁にはらせん肥厚がある。放射組織は異性で1～7細胞幅くらい。
　　根材：やや厚壁の大型で丸い管孔が単独あるいは2、3個複合して、徐々に径を減じて散在する半環孔材。
　年輪幅は狭く、晩材の道管径は大きい。他の形質は枝・幹材に準ずる。
11．ッバキ属　枝・幹材　Camellia　ツバキ科　図4：12a－12c（OKUF－786）
　　小型の単独管孔が徐々に径を減じながら年輪内に密に散在する散孔材。木部柔組織は短接線状。道管の穿
　孔は10本ほどの横棒からなる階段状。放射組織は異性で2細胞幅、直立部にしばしば大型の結晶細胞をもつ。
12．サカキ枝・幹材Cleyera　japonica　Thunb．ツバキ科図5：13a－13c（OKUF－806）
　　小型で薄壁の角張った単独管孔がほぼ均一に密に散在する散孔材。木部柔組織は散在状～短接線状。道管
　の穿孔は40本ほどの横棒をもつ階段状。放射組織は単列異性。
13．サクラ属　枝・幹材　Prunusバラ科　図5：14a－14c（OKUF－742）
　　小型で丸い管孔が数個複合して、放射方向～斜め方向に不規則に連なる傾向をみせて密に散在する散孔材。
　道管の穿孔は単一で、内壁にはらせん肥厚があり、内腔にはしばしば褐色の物質が見られる。放射組織は異
　性で1～4細胞幅。
14。キハダ枝・幹材Phellodendron　amurense　Rupr．ミカン科　図5：15a－15c（OKUF－653）
　　年輪のはじめには大型で丸い管孔が単独あるいは2、3個複合して3列ほど配列し、晩材では急に小型化
　した薄壁の小管孔が斜め方向にのびる幅の狭い帯をなす環孔材。道管の穿孔は単一で、内壁にはらせん肥厚
　があり、内腔にはしばしば黒褐色の物質が見られる。放射組織は同性で1～4細胞くらい、接線断面では形
　のそろった紡錘形。
15．センダン枝・幹材Melia　azedarach　L　var．　subtripinnata　Miqセンダン科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図6：16a－16c（OKUF－734）
　　年輪のはじめには大型で丸い管孔がほぼ単独で1、2列配列し、早材の大管孔の間や晩材ではごく小型で
　薄壁の管孔が放射方向～斜め方向にのびる塊をなして散在する環孔材。道管の穿孔は単一で、内壁にはらせ
　ん肥厚があり、内腔にはしばしば濃褐色の物質が見られる。木部柔組織は周囲状および散在状で、しばしば
　多室の結晶細胞をもつ。放射組織は同性で1～4細胞幅。
16．ムクロジ枝・幹材Sapindus　lnukorossi　Gaertn．ムクロジ科図6：17a－17c（OKUF－735）
　　年輪のはじめにはやや大型で丸い管孔が単独あるいは2、3個複合して2、3列配列し、晩材では急に小
　型化した薄壁の小管孔が斜め方向にのびる塊をなして散在する環孔材。木部柔組織は早材で周囲状、晩材で
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　翼状～帯状。道管の穿孔は単一で、内壁にはらせん肥厚があり、内腔にはしばしば黄褐色の物質が見られる。
　放射組織は同性で1～4細胞くらい。
17．トチノキ枝・幹材Aesculus　turbinata　Blumeトチノキ科図6：18a－18c（OKUF－798）
　　小型で丸い管孔が単独あるいは2、3個放射方向に複合して密に均一に散在する散孔材。道管の穿孔は単
　一で、内壁にはらせん肥厚がある。放射組織は単列同性で背が低く、層階状に配列する。
18．モチノキ属枝・幹材11exモチノキ科図7：19a－19c（OKUF－807）
　　ごく小型で丸い管孔が単独あるいは2、3個放射方向に複合して、放射方向に連なる傾向をみせて散在す
　る散孔材。道管の穿孔は20本ほどの横棒からなる階段状。放射組織は異性で、7細胞幅くらいになる多列の
　ものと、直立細胞のみからなる単列のものとからなる。
　縄文時代後期の河道中から出土した自然木146点中では、コナラ属コナラ節が43．2％ともっとも多く、イヌガ
ヤとクワ属がそれぞれ15．1％と130％で続いていた（表1）。それ以外ではヤナギ属、コナラ属アカガシ亜属、ム
クノキ、ケヤキ、ムクロジなどが比較的多い。このうちクリとコナラ属アカガシ亜属、クワ属では根株あるいは
根材の木材が見いだされ、河道周辺に生育していたものと考えられる。コナラ属コナラ節やクワ属が多いことよ
り、落葉樹を主体とした二次林が周辺に成立していたと考えられる。
　弥生時代前期の自然木でもコナラ属コナラ節とサクラ属が見いだされており、縄文時代後期の河道中の自然木
の組成と似ていた。それに対して杭ではイヌガヤとコナラ属アカガシ亜属が多く、カヤやサカキといった新たな
樹種も見いだされており、やや異なった組成を示している。しかしいずれも点数が少なく、はっきりした傾向は
不明である。
表1．津島岡大遺跡第15次調査出土木材の樹種
樹　　種　　名 縄文後期 弥生前期自然木 加工材　　自然木 杭
カヤ
イヌガヤ
ヤナギ属
クリ
コナラ属クヌギ節
コナラ属コナラ節
コナラ属アカガシ亜属
ムクノキ
ケヤキ
クワ属
ツバキ属
サカキ
サクラ属
キハダ
センダン
ムクロジ
トチノキ
モチノキ属
S
S
S
S
SR
S
S
S
SR
S
S
S
R
S
S
S
S
S
S
S
S
22
5
2
1
2
63
5
2
5
5
18
1
1
2
1
2
7
1
1
15．1％
3．4％
1．4％
0．7％
1．4％
43．2％
3．4％
1．4％
3．4％
3．4％
12．3％
0．7％
07％
1．4％
0．7％
1．4％
4．8％
0．7％
0．7％
1 8
3
1
4
3
1
1
1
総 計 146 1 11 11
S：枝・幹材、SR：根株材、　R根材
一119一
i2b
　　　　　　　　　　　　図1．津島岡大遺跡第15次調査出土木材の顕微鏡写真（1）
1a－1c：カヤ枝・幹材（OKUF－809），2a－2c：イヌガヤ枝・幹材（OKUF－781），3a－3c：ヤナギ属枝・幹
材（OKUF－652）．　a：横断面×40，　b：接線断面×100，　c：放射断面×400（lc，2c），×200（3c）．
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　　　　　　　　　　図2．津島岡大遺跡第15次調査出土木材の顕微鏡写真（2）
4a－4c：クリ枝・幹材（OKUF－737），5a－5c：コナラ属クヌギ節枝・幹材（OKUF－745），6a－6c：コナラ属
コナラ節　枝・幹材（OKUF－725）．　a：横断面×40，　b：接線断面×100，　c：放射断面×200．
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　　　　　　　　　　　　図3．津島岡大遺跡第15次調査出土木材の顕微鏡写真（3）
7a－7cコナラ属アカガシ亜属枝・幹材（OKUF－660），8a－8c：ムクノキ枝・幹材（OKUF－644），9a－9c
ケヤキ枝・幹材（OKUF－689）．　a：横断面×40，　b：接線断面×100，　c：放射断面×200．
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　　　　　　　　　　　　図4．津島岡大遺跡第15次調査出土木材の顕微鏡写真（4）
10a－10c：クワ属　枝・幹材（OKUF－759），11a－11c：クワ属　根材（OKUF－671），12a－12c
幹材（OKUF－786）．　a：横断面×40，　b：接線断面×100，　c：放射断面×200．
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　　　　　　　　　　　図5．津島岡大遺跡第15次調査出土木材の顕微鏡写真（5）
13a－13c：サカキ枝・幹材（OKUF－806），14a－14c：サクラ属枝・幹材（OKUF－742），15a－15c：キハダ
枝・幹材（OKUF－653）．　a：横断面×40，　b：接線断面×100，　c：放射断面×200．
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　　　　　　　　　　　図6．津島岡大遺跡第15次調査出土木材の顕微鏡写真（6）
16a－16c：センダン枝・幹材（OKUF－734），17a－17c：ムクロジ枝・幹材（OKUF－735），18a－18cトチノ
キ枝・幹材（OKUF－798）．　a：横断面×40，　b：接線断面×100，　c：放射断面×200．
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19a－19c　モチノキ属
図7．津島岡大遺跡第15次調査出土木材の顕微鏡写真（7）
枝・幹材（OKUF－807）．　a：横断面×40，　b：接線断面×100，　c：放射断面×200．
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2、津島岡大遺跡第3次・15次調査における放射性炭素年代測定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社　古環境研究所
　第3次調査地点・第15次調査地点で検出した貯蔵穴出土の堅果類（アラカシ）に関して、放射性炭素年代測定
を行った。
（1）試料と方法
試料名　　地区 出土遺構　　種類 前処理・調整 測定法
No。1　第3次　貯蔵穴SPl　種実　　酸一アルカリー酸洗浄、石墨調整　　加速器質量分析（AMS）法
No．2　第15次　貯蔵穴SPl6　種実　　酸一アルカリー酸洗浄、石墨調整　　加速器質量分析（AMS）法
（2）測定結果
　　　　　14C年代試料名
　　　　　（年BP）
δ13C
（％。）
補正14C年代
　（年BP）
暦年代（西暦） 測定No．（Beta－）
No．1　　2620±40
No．2　　3890±50
一28．4
一27。7
2560±40
3850±50
交点：BC785
1σ：BC795～770
2σlBC810～755、　BC680～550
交点lBC2300
1σlBC2430～2210
2σlBC2465～2145
134020
134021
1）コ4C年代測定値
　試料の14C／12　C比から、単純に現在（1950年AD）から何年前かを計算した値。’4Cの半減期は5，568年を用い
た。
2）δ13C測定値
　試料の測定14C／12　C比を補正するための炭素安定同位体比（13　C／12　C）。この値は、標準物質（PDB）の同位
体比からの千分偏差（％。）で表す。
3）補正丁4C年代値
　δ13c測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、14C／12Cの測定値に補正値を加えた上で算出した年代。
4）暦年代
　過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動に対する補正により、暦年代（西暦）を算出した。具体
的には年代既知の樹木年輪の14Cの詳細な測定、サンゴのU－Th年代と14　C年代の比較により補正曲線を作成し
て暦年代を算出する。最新のデータベースC！INCAL98　Radiocarbon　Age　Calibration”Stuiver　et　al，1998，
Radiocarbon　40（3））により、約19，000年BPまでの換算が可能となっている。ただし、10，000年BP以前のデー
タはまだ不完全であり、今後も改善される可能性がある。
　暦年代の交点とは、補正14C年代値と暦年代補正曲線との交点の暦年代値を意味する。1σ（68％確率）・2σ
（95％確率）は、補正14C年代値の偏差の幅を補正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがって、複数の交点が
表記される場合や、複数の1σ・2σ値が表記される場合もある。
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結　　語
第6章　結 証騨睡
　津島岡大遺跡第15次調査では、全体的には、縄文時代後期から弥生時代早期までの土地利用の変遷と弥生時代
前期以降の耕作形態の変化を検討することができた。その中で、谷部の利用状況や、弥生時代前期あるいは古墳
時代初頭の水田に関しては、既刊の第3次調査の成果と併せて、より充実した内容となった。
縄文時代　本時代では、後期における微高地と河道部の土地利用状況が有機的に捉えられた点と、同時期の生業
に大きく関わる貯蔵穴の使用形態の分析が進められた点、そして、石器の保有形態など、それぞれについて具体
像を検討することができた点が大きな成果である。具体的には次のようになる。
　微高地部では、土坑や火処が河道の縁辺に点在し、河道部には、斜面下端に貯蔵穴群が整然と構築されるとと
もに廃棄された土器群が貯蔵穴周辺に集中して堆積する状況から、貯蔵地として利用される河道と作業場的な微
高地部という空間利用の実態を明らかにできた。地形的には、河道の脇に広がる微高地も平坦とはいえず、安定
感のない状態が確認され、作業空間として利用可能であっても居住域として適した場所は決して多くはなかった
ことを窺わせる。
　貯蔵穴状遺構の分析では、形態的な特徴を抽出し、複数回の連続使用や年間サイクルを想定させる利用形態を
想定した。年間食料の確保を可能とした貯蔵穴の数や構築状況が弥生時代前期に向けて変化することから、生業
変化の推移の一端を見ることができよう。
　石器の分析では、その出土状況と遺構との有機的関連に基づいた分析から、石器の保有形態や製作実態などを
明らかにした。遺跡ごとに一・括でまとめられがちな石器に関して、出土位置の重要性があらためて確認された。
弥生時代～古墳時代　早期では、突帯文土器の出土層位の確認から、「津島岡大式」の土器と水田耕作土となる
「黒色土」との先後関係が明確となった点も重要である。今後、同土層上層から出土する土器群との比較検討に
よって、突帯文土器と遠賀川系土器との関係などを視点においた編年研究を深化させ、水稲耕作に強く関わる
「黒色土」の形成時期を特定していく必要があろう。
　前期あるいは後期～古墳時代初頭では、水田関連の遺構に多くの成果を得た。検出した2面の畦畔面では、地
形に沿った畦畔の方向性・耕作地の拡大や水田一面の規模の拡大など、いずれも第3次調査地点の成果を追認す
るかたちとなり、資料の充実を図ることができた。その中で、後期～古墳時代初頭では、第3次調査ではやや不
明瞭であった用水路の存在や畦畔と溝との関係などに、新たな資料を得ることができた点は重要である。こうし
た灌概施設や耕作域の拡大あるいは土壌などに認められる変化に、土地開発の飛躍を読みとることができる。
古代・中世　古代段階の調査に関しては、前回の第3次調査と比較すると畦畔の残存状況が悪く、その検出は一
部にとどまった。しかし、そうした中でも、畦畔に前回調査とのつながりが認められ、さらに調査区の北側に畦
畔が希薄となるという前回同様の傾向も確認することができた。中世段階では、同時期の土層面までを掘削して
調査を開始したが、耕作の方向性などに関しては前回の成果を追認することとなった。
自然科学的分析　木材同定資料の蓄積を継続的に進められた。その中で、杭列に使用された材の種類が列によっ
て異なることが判明し、機能性を考える上で重要な結果を得ることができた点は重要な成果となった。
　本調査地点は縄文時代前期に遡る朝寝鼻貝塚に隣接し、津島岡大遺跡の中でも最も古い段階から継続的に土地
利用が盛んに行われている。そのため、同遺跡がもつ様々な問題点を集約的に包括しており、今回の調査から多
くの有益な資料を得ることができた。今後は、こうした基礎データをもとにした個別の遺構・遺物の研究を深化
させるとともに、縄文時代から弥生時代への移行という大きな社会変化の中で、津島岡大遺跡の位置づけを進め
ていきたい。
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